
分担金及び負担金
（構成市からの
負担金など）
43億8,193万
7,600円
（82.0%）

歳入

使用料及び手数料
（障害者支援施設使用料など）

2億6,406万5,155円
（5.0%）

財産収入
（土地貸付料）
111万7,522円
（0.0%）

繰越金
（前年度からの繰越金）
1億7,599万7,352円

3.3%

諸収入
738万9,463円
（0.2%）

国庫支出金
1億4,612万9,000円

（2.7%）

組合債
3億6,400万円
(6.8%)

県支出金
87万4,483円
（0.0%）

歳出

民生費
(障害者支援施設
運営費)

3億4,832万
5,378円
(6.8%)

衛生費
(し尿処理場運営費)
9,670万4,393円

(1.9%)

消防費
(消防業務運営費)

45億1,238万2,185円
(88.5%)

公債費
(組合債元金
及び利子)

2,176万4,305円
(0.4%)

議会費
(議会運営費)
605万3,805円
(0.1%)

総務費
(事務局運営費)

1億1,495万4,877円
(2.3%)

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
２５
年
度
決
算
の
概
要

１

歳
入

歳
入
の
合
計
は
、
予
算
現
額
５３

億
５
１
４
９
万
円
に
対
し
、
収
入

済
額
５３
億
４
１
５
１
万
５７５
円
で

９９
・
８
㌫
の
収
入
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

主
な
歳
入
と
し
て
、
分
担
金
及

び
負
担
金
は
、構
成
市（
朝
霞
市
・

志
木
市
・
和
光
市
お
よ
び
新
座

市
）
か
ら
の
負
担
金
が
４３
億
７
６

７
３
万
８
千
円
で
、
歳
入
全
体
の

８１
・
９
㌫
を
占
め
る
ほ
か
、
関
越

高
速
道
路
及
び
外
環
自
動
車
道
の

救
急
業
務
負
担
金
が
５１９
万
９
６
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
の
う
ち
、

２
億
６
２
２
８
万
４
４
０
５
円
は

障
害
者
支
援
施
設
の
使
用
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
や
救
急
自

動
車
の
購
入
に
対
す
る
総
務
省
な

ど
か
ら
の
国
庫
補
助
金
で
す
。

県
支
出
金
は
、
広
域
災
害
・
救

急
医
療
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備

に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

組
合
債
は
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
整
備
事
業
に
対
し
て
地
方

債
を
発
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

２

歳
出

歳
出
の
合
計
は
、
予
算
現
額
５３

億
５
１
４
９
万
円
に
対
し
、
支
出

済
額
５１
億
１８
万
４
９
４
３
円
で

９５
・
３
㌫
の
執
行
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

主
な
歳
出
と
し
て
、
民
生
費
は
、

障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
利
用

者
へ
の
生
活
支
援
や
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
維
持
管
理
等
に
３

億
４
８
３
２
万
５
３
７
８
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費
は
、
し
尿
処
理
場
の
施

設
運
営
や
維
持
管
理
等
に
９
６
７

０
万
４
３
９
３
円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

消
防
費
は
、
朝
霞
消
防
署
庁
舎

改
修
工
事
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
工
事
、
高
規
格
救
急
自

動
車
お
よ
び
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
や
施
設
設
備
の
維
持
管
理

等
に
４５
億
１
２
３
８
万
２
１
８
５

円
を
支
出
し
て
い
ま
す

第
１５
回
屋
内
消
火
栓
操
法
技

術
大
会
結
果

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

全
国
火
災
予
防
運
動
に
先
立
ち
、

１０
月
３
日
㈮
、
屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
を
埼
玉
県
新
座
防
災
基

地
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
管
内
の
屋
内
消

火
栓
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事

業
所
を
対
象
に
、
各
事
業
所
の
自

衛
消
防
隊
が
、
屋
内
消
火
栓
設
備

の
基
本
的
な
操
作
技
術
に
つ
い
て
、

普
段
か
ら
の
訓
練
成
果
を
発
表
す

る
も
の
で
、
各
チ
ー
ム
が
す
ば
ら

し
い
技
術
と
チ
ー
ム
力
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
勝

㈱
本
田
技
術
研
究
所

Ｈ
Ｇ
管
理
室

試
作
技
術
推
進
課

準
優
勝

㈱
本
田
技
術
研
究
所

二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

第
三
位

㈱
あ
ら
た
埼
玉
支
店
Ａ

第
四
位

塩
味
病
院
・
ケ
ア
ラ

イ
フ
朝
霞
・
コ
ン
フ

ォ
ル
ト
朝
霞

第
五
位

マ
ル
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

志
木

敢
闘
賞

志
木
市
役
所
Ａ

敢
闘
賞

㈱
本
田
技
術
研
究
所

汎
用
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

入
賞

志
木
市

社
会
福
祉
協
議
会

入
賞

和
光
市
役
所

入
賞

サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア

シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ
和
光
店

努
力
賞

㈱
あ
ら
た
埼
玉
支
店
Ｂ

努
力
賞

埼
玉
病
院

努
力
賞

㈱
不
二
家
埼
玉
工
場

【
女
子
の
部
】

優
勝

凸
版
印
刷
㈱
朝
霞
工
場

準
優
勝

朝
霞
市
役
所

第
三
位

菅
野
病
院
・

東
武
中
央
病
院

第
四
位

埼
玉
病
院

第
五
位

志
木
市
役
所

敢
闘
賞

マ
ル
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

志
木

敢
闘
賞

み
は
し
㈱

努
力
賞

朝
霞
台
中
央
総
合
病
院

努
力
賞

㈱
不
二
家
埼
玉
工
場

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部

予
防
課

�
４
６
０
―
０
１
２
１

市
民
１
人
当
た
り
に

使
わ
れ
た
お
金

１
万
１
４
１
２
円

（
注
）
平
成
２５
年
１０
月
１
日
現

在
の
構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人

口
４４
万
６
８
７
８
人
で
算
出
し

て
い
ま
す
。
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最
優
秀
賞

粟
坂
桃
香
さ
ん
の
作
品

特
別
賞

森
元
千
春
さ
ん
の
作
品

平
成
２６
年
度
救
急
車
適
正
利
用

啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
画
決
定

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

救
急
車
の
適
正
利
用
啓
発
を
図
る

た
め
、ポ
ス
タ
ー
用
図
画
を
朝
霞
・

志
木
・
和
光
・
新
座
市
内
の
中
・

高
校
生
お
よ
び
朝
霞
地
区
医
師
会

看
護
、
准
看
護
学
生
を
対
象
に
募

集
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
１１２
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
埼
玉あわ

県
立
朝
霞
西
高
等
学
校
３
年
の
粟

さ
か
も
も
か

坂
桃
香
さ
ん
、
特
別
賞
（
朝
霞
地

区
医
師
会
長
賞
）
に
朝
霞
市
立
朝

も
り
も
と
ち
は
る

霞
第
二
中
学
校
２
年
の
森
元
千
春

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

公
募
に
よ
る
救
急
車
適
正
利
用

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
は
今
年
度

で
７
回
目
に
な
り
、
最
優
秀
作
品

の
図
画
は
、
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
印

刷
し
、
四
市
内
の
医
療
機
関
お
よ

び
公
共
施
設
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救

急
課

�
４
６
０
―
０
１
２
４

株
式
会
社
丸
沼
倉
庫

褒
状

（
紺
綬
褒
章
）
を
受
章

朝
霞
市
上
内
間
木
の
株
式
会
社
す
さ
き

丸
沼
倉
庫
（
代
表
取
締
役

須
崎

か
つ
し
げ

勝
茂
さ
ん
）
は
本
年
１
月
、
「
子

ど
も
た
ち
の
防
災
教
育
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
し
て
朝
霞
地
区
一

部
事
務
組
合
埼
玉
県
南
西
部
消
防

本
部
に
地
震
体
験
車
を
寄
贈
し
た

こ
と
か
ら
、
公
益
へ
の
貢
献
が
高

く
評
価
さ
れ
、
８
月
３０
日
㈯
に
閣

議
決
定
を
受
け
、
９
月
２９
日
㈪
当

消
防
本
部
講
堂
に
お
い
て
、
褒
状

伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
株
式
会
社
丸
沼

倉
庫
（
須
崎
代
表
取
締
役
の
ほ
か

役
員
）、
正
副
管
理
者
（
志
木
市

長
、
朝
霞
市
長
、
和
光
市
長
、
新

座
市
長
）、
組
合
議
員
１９
人
、
消

防
長
ほ
か
３０
人
が
出
席
し
、
管
理

か
が
わ

者
の
香
川
志
木
市
長
か
ら
須
崎
代

表
取
締
役
に
褒
状
を
伝
達
し
、
受

章
を
祝
福
し
ま
し
た
。

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
消

防
総
務
課

�
４
６
０
―
０
１

１
９

平
成
２６
年
度
救
急
業
務
に
関

す
る
標
語
の
決
定

朝
霞
・
志
木
・
和
光
・
新
座
市

内
に
在
住
、
在
勤
お
よ
び
在
学
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
救
急
業

務
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
、
最

優
秀
作
品
と
し
て
朝
霞
市
在
住
の

み
ち
た
に

ゆ
う
い
ち

道
谷

雄
一
さ
ん
の
作
品
「
学
ん

み
ん
な

だ
よ

皆
を
守
る

講
習
会
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
語
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
印

字
さ
れ
救
急
講
習
や
催
し
物
等
で

配
布
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
救

急
業
務
に
関
す
る
普
及
啓
発
に
利

用
し
て
い
き
ま
す
。

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救

急
課

�
４
６
０
―
０
１
２
４

平
成
２７
・
２８
年
度
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
が
発

注
す
る
事
業
の
入
札
等
に
参
加
す

る
た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
／
平
成
２７
年
２
月
２
日
㈪

〜
１６
日
㈪

午
前
９
時
〜
１１
時

３０
分
、
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
場
所
／
朝
霞
地
区
一
部
事
務

組
合
（
朝
霞
消
防
署
３
階
）

※
郵
送
で
の
提
出
は
不
可

※
提
出
書
類
の
中
で
組
合
独
自
様

式
は
、
１２
月
中
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
予
定

で
す
。

問
／
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
事

務
局
総
務
課

�
４
６
１
―
２

４
１
５

年
末
年
始
の
し
尿
収
集

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
日
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
し
尿
処
理
場

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

収
集
最
終
日
／
１２
月
２９
日
㈪

収
集
開
始
日
／
平
成
２７
年
１
月
５

日
㈪

問
／
し
尿
処
理
場

�
４
６
７
―

９
９
２
１

朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・和光市および新
座市の４市で構成され、し尿処理場、障害者支援施設すわ緑風
園、埼玉県南西部消防本部の業務を共同で行っています。
■朝霞地区一部事務組合事務局
朝霞市溝沼１―２―２７ �４６１―２４１５
http : //www.kennanseibu 119.jp/kumiai/
■埼玉県南西部消防本部
朝霞市溝沼１―２―２７ �４６０―０１１９
http : //www.kennanseibu 119.jp/
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